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１．研究計画の概要 

本研究課題は、ベルナルド・ベロットが描
いた風景絵画を基にして修復・保全してきた
都市にしぼり、その視点場の現地調査を行い、
ベロットの絵画と実景との比較、絵画の典型
的構図、絵画が街づくりに如何なる面で寄与
したのか、どのようなプロセスで絵を元に修
復が可能になったのか、その傾向を、明らか
にすることである。 

 調査対象の都市は、ヴェネツィア、ドレス
デン、ピルナ、ウィーン、ワルシャワなどで、
それぞれ独自の都市計画的手法が展開され
ているが、絵画を通して修復を行っているこ
とは共通しており、その中に共通の傾向を探
ることも長期的な課題と考えている。 

 

２．研究の進捗状況 

 以下に現段階までの調査結果を示す。 

(1)ベロットの叔父カナレットが描いた絵画
の視点場を調べると、複数の視点場から描か
れており、デフォルメされていることがわか
った。 

(2)ベロットの絵画の構図的特長としては、①
市街地の街並みの景観、②河川と街並みの景
観、③街の全貌を見渡す景観、④宮殿の景観
の４つの基本的構図が見出せ、その中にはカ
ナレットの影響をうけて複数の視点場から
描いている絵画も存在していることが分か
った。 

(3)絵画に描かれた添景については、河川や庭
園などのオープンスペースを描く時には船
舶や人物などを添景として多く描き、水視率
を低めまた奥行きを強調するために配して

いること、さらに添景に描かれている人物の
服装を細かく観察すると、当時の宮廷生活の
一端が描かれていることが分かった。 

(4)第 2 次大戦で破壊された市街地の復興・修
復の際に、ベロットの絵画が重要な役割を果
たした。ピルナ、ワルシャワ、ドレスデン、
それにウィーンでは、当時の建物の様子が絵
画で残されているために、建物やその色彩が、
修復のテキストとして活用された。ワルシャ
ワでは、1700 年代に描かれた絵画が、今日
でも修復のテキストとして活用されている
ことは驚異であった。 

 ベロットを活用した背景を、聞き取り調査
によって確かめてみると、行政主導でありな
がら NPO と住民のサポートによって、ベロ
ットの絵画の重要性が支持されてきたこと
がわかった。 

(5)ピルナ市は、高齢化が進行し、若者は郊外
への移住が多く、中心部での空洞化が進行し
ており、行政担当者は、景観街づくりから観
光街づくりへの展望していることがわかっ
た。 

(5)私どもの研究成果の１つとして、ピルナの
歴史地区（300×500m）を、アイ・レベルか
らマクロ・レベルまでカバーできる 3 次元コ
ンピュータグラフィックスで再現した。次年
度には、それをピルナ市へ提案、観光資源の
１つとしてピルナ市の展示ホールで公開さ
れることが期待されている。 
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(1)課題の１つであるベロットが描いた基本
的構図の把握、実景と絵画の比較については、
十分に把握できている。 

(2)ワルシャワとピルナへの行政、NPO への
聞き取り調査によって、ベロットの絵画が復
興と修復に果たした役割が大きかったこと
がわかった。 

絵画には建物のきめ細かい部分まで描か
れており、建物の色彩も残されており、それ
をテキストとして木製サッシュの色やガラ
スのデザインまで参照して修復してきたし、
今後も修復していく、という担当者の発言が
印象的であった。 

ドレスデンでは、各時代に対応した建築様
式があり、一部はベロットにこだわるにして
も、全体として 18 世紀、19 世紀、20 世紀と
それぞれの時代の残されてきた建物を尊重
していく、というのが基本であるとした。 

(3)ピルナの土地・建物調査もほぼ終了し、３
DCG での再現も可能となっている。 

(4)現地調査を行う過程で、ベロットの作品が
4 点新たに見つかっている。その調査が次年
度に残される。 

 以上のように全体としては、計画通り進行
している。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 最終年度に向けては、調査の総括を行うた
めの補充調査を中心に研究を推進していく
が、主たるものは以下である。 
（1）ワルシャワ、ウィーン、ドイツ・ピル
ナへの聞き取り調査 
 ワルシャワとウィーンの都市計画局、文化
財保護局、さらにウィーンでは美術史美術館
への聞き取り調査も行う。また、ベロットが
描いた教会などのインテリアの意匠の撮影、
歴史資料の収集を行う。 
（2）新しく見つかったベロットの絵画の視
点場の現地調査 
 フィレンツェ、ベローナ、バップリオ・ダ
ッタ、ミラノの４箇所である。視点場の位置
の確定と周辺空間の計測、画角、主な視対象
までの距離と高さの計測、写真撮影などを行
う。 
（3）ピルナ市での３DCG による再現の発表会
の実施 
 既に発表会の日程等についてはピルナ市
と打ち合わせ済みである。使用ソフト
Autodesk 3ds Max による再現のプレゼンテー
ションと、現地で継続的に操作可能なのかど
うかをチェック、さらにプレゼンテーション
の表現・内容についての注文によって改善を
図っていくことになり、内容と操作性につい
ての検討をすることになる。検討を踏まえて
改善した CG を、最終的にピルナ市へ寄贈す
ることになる。 
(4)以上の調査と今までの調査研究の内容を

総括して報告書を作成する。 
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